
人
間
国
宝
の
竹
本
住
大
夫

（９０
）
、
竹
本
源

大
夫

（
８２
）
の
相
次
ぐ
引
退
で
世
代
交
代
が
進

む
文
楽
太
夫
界
。
現
在
、
国
立
文
楽
劇
場

（大

阪
市
）
で
上
演
中
の
名
作

「
奥
州
安
達
原
」
で

山
場
の

「
一
つ
家

（や
）
の
段
」
を
語
る
の
は

ベ
テ
ラ
ン
の
豊
竹
英
大
夫
（は
な
ふ
さ
だ
ゆ
う
、

６７
）
だ
ｏ
住
大
夫
が
得
意
と
し
た
演
目
で
、
大

阪
で
の
上
演
は
２４
年
ぶ
り
。
情
感
た

っ
ぷ
り
に

老
女
の
残
忍
さ
や
哀
愁
を
描
い
た
先
達
に
、
ど

こ
ま
で
迫
れ
る
か
。

１０
月
下
旬
、
国
立
文
楽
劇
場
の

稽
古
場
。
畳
敷
き
の
部
屋
に
太
大

の
声
と
三
味
線
の
音
色
が
響
く
。

「
つ
い
そ
の
腹
を
、
た
ち
割

っ
て
。

ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
」
。
老
女
、
岩
手
が

実
の
娘
を
あ
や
め
る
凄
惨
な
場
面

「
奥
州
安
達
原
」
の
稽
古
を
す
る
文
楽
大
夫
の
豊
竹
英
大
夫
Ｑ
と
三
味
線
の
鶴
澤
清
介

（大
阪
市
中
央
区
の
国
立
文
楽
劇
場
）

人の不条理、陰陽鮮やか

一＝

だ
。
英
大
夫
は
威
嚇
や
恐
怖
の
形

相
を
浮
か
べ
、
表
情
と
と
も
に
声

色
を
変
え
な
が
ら
、
登
場
人
物
の

心
情
を
語
る
。
額
か
ら
玉
の
汗
が

流
れ
る
。

「
奥
州
安
達
原
」
は
時
代
物
の

名
作
で
、　
一
族
の
再
興
を
企
て
る

安
倍

一
族
と
源
氏
の
駆
け
引
き
を

ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
に
描
く
。　
一
つ
家

の
段
は
東
北
地
方
の
鬼
女
伝
説
を

も
と
に
し
た
。
岩
手
の
住
む
あ
ば

ら
家
に
、
若
い
夫
婦
が

一
夜
の
宿

を
求
め
る
。
岩
手
は
大
を
山
に
誘

打
ち
立
て
る
の
が
願
い
。
胎
児
の

血
は
環
の
宮
の
病
気
を
治
す
秘
薬

と
し
て
必
要
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
恋
絹
は
自
ら
の
実
娘

と
判
明
。
環
の
宮
も
偽
物
で
、
敵

方
に
は
め
ら
れ
た
と
知
る
。
絶
望

し
た
岩
手
は

「
娘
よ
…
…
孫
よ
…

…
し
ば
ら
く
待
て
」
と
言
い
、
谷

底
に
身
を
投
げ
る
。
後
半
の
山
場

を
英
大
夫
は
か
す
れ
る
よ
う
な
声

で
た

っ
ぷ
り
間
を
と
り
、
絞
り
出

す
よ
う
に
語
る
。

岩
手
の
正
体
が
わ
か

っ
て
か
ら

は
語
り
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
、
老
女

の
失
望
、
後
悔
、
哀
愁
を
巧
み
に

描
き
出
す
。
前
半
と
の
対
比
で
、

岩
手
の
情
の
深
さ
が

一
層
引
き
市

つ
。

「
人
間
に
は
狂
気
や
残
酷
さ

が
潜
む
。
そ
う
い
う
不
条
理
の
世

界
を
伝
え
た
い
。
岩
手
の
自
害
で

善
悪
が
均
衡
す
る
救
い
の
あ
る
物

語
。
カ
タ
ル
シ
ス

（浄
化
）
を
感

じ
て
は
し
い
」

一
つ
家
の
段
は
近
代
に
な

っ
て

長
く
上
演
が
途
絶
え
て
い
た
が
、

１
９
７
３
年
に
住
大
夫
が
復
活
。

以
後
、
住
大
夫
と
、
弟
弟
子
の
帯

竹
咲
大
夫

（
７０
）
が
主
に
手
が
け

て
き
た
。
今
回
が
初
役
と
な
る
英

大
夫
は
本
番
の
１
カ
月
以
上
前
か

ら
２
人
の
テ
ー
プ
を
聞
き
込
み
、

咲
大
夫
の
教
え
も
請
い
な
が
ら
稽

古
に
励
ん
で
き
た
と
い
う
。

大
物
太
夫
が
相
次

い
で
引
鳳

し
、
切
り
場
語
り

（文
楽
太
夫
の

最
高
位
）
は
現
在
、
豊
竹
鳴
大
片

（
８２
）
と
咲
大
夫
だ
け
。
英
大
片

ら
の
ベ
テ
ラ
ン

・
中
堅
が
大
役
″

担
う
機
会
が

一
気
に
増
え
た
。
端

正
な
語
り
が
持
ち
味

の
英
大
ル

は
、　
ヨ

つ

一
つ
の
役
を
自
分
の

も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
力
存

込
め
る
。
公
演
は
２４
日
ま
で
。

（大
阪

。
文
化
担
当佐

々
木
字
間
）

目
刷
関
Ⅵ
引
釧

い
出
し
置
き
去
り
に
し
た
後
、
臨

月
の
要
に

「
（胎
内
の
）
子
が
欲

し
い
」
と
迫
る
。

「
こ
ん
な
に
残
虐
な
シ
ー
シ
は

文
楽
で
も
ま
れ
」
と
英
大
夫
。
妻

の
恋
絹

（
こ
い
ぎ
ぬ
）
は

「
（子

ど
も
に
）
逢

（お
）
う
て
死
に
た

い
」
と
泣
き
叫
ぶ
が
、
一石
手
は

「
早

う
冥
土

へ
遣

（や
）

っ
て
や
ろ
」

と
冷
酷
に
言
い
放
ち
、
腹
を
裂
い

て
胎
児
を
引
き
ず
り
出
す
。

「
鬼

畜
の
よ
う
な
行
い
。
単
な
る
悪
で

は
な
く
、
妖
怪
じ
み
た
感
じ
を
出

す
の
が
重
要
」

ポ
イ
ン
ト
は
岩
手
の
セ
リ
フ
の

音
の
高
低
だ
。
例
え
ば
、

「
早
う

冥
土

へ
」
は
す
ご
み
を
き
か
せ
た

低
い
声
、

「
遣

っ
て
や
ろ
」
は
や

や
高
い
声
で
軽
く
言
う
。
所
々
微

妙
に
音
を
上
げ
る
こ
と
で
、
不
気

味
さ
が
生
じ
る
と
い
う
。

ホ
ラ
ー
さ
な
が
ら
の
前
半
か
ら

一
転
、
後
半
は
思
わ
ぬ
方
向
に
展

開
す
る
。
実
は
岩
手
は
安
倍
貞
任

（あ
べ
の
さ
だ
と
う
）
の
母
だ

っ

た
。　
一
族
再
興
の
た
め
追
い
剥
ぎ

で
軍
資
金
を
蓄
え
、
天
皇
の
弟
、

環

（た
ま
き
）
の
宮
の
新
政
権
を


